
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
！

○
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
）

概　
　

要

　

３
年
以
内
に
50
日
の
訓
練
を
受

け
て
予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要

な
知
識
お
よ
び
技
能
を
修
得
し

ま
す
。

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

受
付
期
間

　

１
月
11
日（
火
）か
ら

 

４
月
６
日（
水
）ま
で

試
験
期
日

　

４
月
15
日（
金
）か
ら
４
月
18
日

（
月
）で
、
い
ず
れ
か
一
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

 

（
一
般
・
技
術
）

概　
　

要

　

幹
部
候
補
生
と
し
て
約
１
年
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
３
等

陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
学
院

修
士
課
程
修
了
者
）と
22
歳
未

満
の
大
卒
者（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間

　

２
月
１
日（
火
）か
ら

 

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
期
日

第
一
次
試
験

５
月
14
日（
土
）

第
二
次
試
験

　

第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

初
任
給

　

大
学
卒
２
１
４
、９
０
０
円

　
（
平
成
22
年
参
考
）

○
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

概　
　

要

　

入
隊
後
２
年
９
ヵ
月
経
過
以
降

選
考
さ
れ
た
者
が
３
曹
へ
昇
任
し

ま
す
。

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間

　

２
月
１
日（
火
）か
ら

 

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
期
日

第
一
次
試
験

　

５
月
21
日（
土
）

第
二
次
試
験

　

第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

初
任
給

　

大
学
卒
１
５
９
、５
０
０
円

　
（
平
成
22
年
参
考
）

問
い
合
わ
せ
先

防
衛
省
自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

（
上
田
市
天
神
４

－

17

－

３

　

金
井
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
ビ
ル
１
階
）

　

０
２
６
８（
22
）５
２
６
７

エ
イ
ズ
予
防
講
演
会

の
開
催

　

エ
イ
ズ
な
ん
て
自
分
に
は
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
エ

イ
ズ
は「
同
性
愛
者
の
病
気
」、

「
ア
フ
リ
カ
な
ど
海
外
の
問
題
」と

い
っ
た
誤
解
が
非
常
に
多
い
の
で

す
が
、
こ
こ
佐
久
地
域
で
も
中
高

年
者
の
男
性
に
エ
イ
ズ
は
拡
大
傾

向
が
続
き
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

多
く
の
方
が
、
エ
イ
ズ
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
予

防
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
エ
イ
ズ
治
療

の
最
前
線
で
ご
活
躍
中
の
齋
藤
先

生
を
お
招
き
し
、
エ
イ
ズ
感
染
の

現
状
と
最
新
の
予
防
治
療
な
ど
に

つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
こ
の
機

会
に
エ
イ
ズ
予
防
と
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

場
所　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
大
会
議
室

講
師　

長
野
県
立
須
坂
病
院

　
　

 

齋
藤　

博 
氏

　
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

 

（
32
）２
５
５
４

食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動

信
州「
エ
コ・ク
ッ
キ
ン
グ
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
生
ご
み
減
量
化
の
た

め
の
知
識
や
実
践
を
学
ぶ
料
理
講

座
と
し
て
、
信
州「
エ
コ
・
ク
ッ
キ

ン
グ
」を
、
県
下
10
広
域
で
開
催

し
ま
す
。

　

講
座
を
通
じ
て
食
べ
物
の
大
切

さ
や
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の

あ
り
方
を
学
ぶ
機
会
と
し
ま
す
。

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

参
加
の
申
込
方
法

◯
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
参
加

申
込
書
」へ
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵

送
の
い
ず
れ
か
で
、
県
廃
棄
物

対
策
課
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

◯
参
加
申
込
を
さ
れ
た
方
へ
は
、

後
日
、
持
ち
物
な
ど
の
確
認
の

連
絡
を
し
ま
す
。

◯
１
回
の
講
座
は
15
名
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
予
定
人
数
を

超
え
た
場
合
は
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◯
申
込
期
限
は
、
各
会
場
と
も
開

催
日
の
前
々
日
で
す
。

参
加
費

◯
受
講
料
は
無
料
で
す
。
会
場
ま

で
の
交
通
費
と
食
材
費（
一
人

４
０
０
円
）は
参
加
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
環
境
部

　

廃
棄
物
対
策
課
資
源
化
推
進
係

 

０
２
６（
２
３
５
）７
１
８
１

日程表（近隣抜粋）

実施日 開催時間 会　場

1月27日（木）

午前11時

～

午後2時

上田ガス㈱料理教室

2月 1日（火） 佐久保健所

2月17日（木） 佐久保健所

2月21日（月） 上田ガス㈱料理教室

みよた広報 やまゆりみよた広報 やまゆり22月号 月号 （（1212））　　



??

??
??

??

誤　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
　

不
燃
ご
み

㊣ ②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ケ
ツ

誤　

不
燃
ご
み

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

㊣ ①
植
木
鉢（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）

　

植
木
購
入
時
に
そ
の
容
器
包
装

と
し
て
付
属
し
て
き
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
鉢
だ
け
で
購
入
し
た
も

の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て

も
不
燃
ご
み
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

 

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
74
）

空き巣ねらいにご注意を!!

地上デジタル放送視聴のための低所得世帯支援の拡大について

共同住宅共聴施設のデジタル化対応に係る助成について

12月6日の昼間、佐久警察署管内で、5件の空き巣事件が発生し、その内、3件が当町で発生しています。
住民の皆さま、再度つぎの注意点を実践し、犯罪の被害に遭わないよう気をつけましょう。

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送に移行することができない世帯に対して支援を行っていますが、
今回、その対象を、「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯」に加えて、「市町村民税非課税世帯」に拡大します。

○新たな支援の対象は？
　　まだ地上デジタル放送に対応できていない世帯で、「世帯全員が市町村民税非課税の世帯」が対象です。
　　なお、支援を受けるにはＮＨＫとの放送受信契約が必要ですが、まだ契約がお済みでない場合は、支援申し込
み以降に速やかに契約してください。
○受けられる支援の内容は？
　　簡易なチューナー（1台）を無償で給付（配送）します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電話でサポー
トします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行いません。）

○申込方法は？
　　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付してください。
　　申込書は、インターネット・電話等で総務省　地デジチューナー支援実施センターからお取り寄せください。身
近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。
　　申し込みにあたっては、「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世帯全員分の市町村民税非課税証明書（直近）」
が必要です。

問い合わせ先　○支援制度について：総務省　地デジチューナー支援実施センター　0570－023－724
　　　　　　　○ＮＨＫの放送受信契約について：ＮＨＫ　ふれあいセンター　0570－077－077
　　　　　　　 （※ＮＨＫ放送受信料全額免除の世帯には、専用の支援があります。詳しくは、総務省　地デジチュ

ーナー支援実施センター（0570－033－840）までお問い合わせください。

　共同住宅の共聴施設（有線テレビジョン放送施設を含む）をデジタル化対応に改修等する場合で、世帯当たりの
経費が35,000円を超える場合は、国が改修費の一部（最大で1/2）を助成します。
　なお、平成22年度予算の範囲内で実施するため、予算の上限に達した時点で申請受付を終了します。

問い合わせ、助成金申請先
　総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）0570―093―724（平日午前9時～午後6時）

問い合わせ先　御代田町交番　（32）2039

○外出するときは、ちょっとの時間でもしっかり鍵をかけましょう
○外出するときは、ご近所に声をかけ、みんなの力で犯罪者から地域を守りましょう
○不在のお宅を覗いているような不審者や、数人が車に乗って近所を行ったり来たりしているような不審な車を見
かけたら、すぐに警察へ通報しましょう

（（1313）） みよた広報 やまゆり みよた広報 やまゆり22月号月号


